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1．研究活動
子ども発達学科教授　野原由利子

論文　幼児期の「学び」か
ら児童期の「教科学習」へ
の接続をどうはかるか

2010． 3 名古屋芸術大学研究紀要 
第 31 巻

第 1章、5章、6章を担当

書評　相良敦子　著
「モンテッソーリ教育を受け
た子どもたち―幼児の経験
と脳―」

2010． 3 日本モンテッソーリ協会
（学会） 研究紀要第 42号
（査読付）

発表　ピアジェの「具体的
操作思考」の育ちを援ける
モンテッソーリ教具につい
て―数量概念形成における
幼小接続のあり方を考える
一助として―

2009． 5 日本保育学会第 62 回大
会　幼小連携の部

発表　保育・教育学生の自
然体験の実態と自然を体感
できる教具の工夫について

2009． 8 日本モンテッソーリ協会
（学会）第 42回全国大会

2．教育活動（教育実践上の主な業績）　　大学院授業担当　□有　■無

3．学会等および社会における主な活動




